
第
45
回
全
国
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会

8
月
2１
日
（
日
）
〜
24
日
（
水
）

石
川
県
金
沢
市

谷た
に

本も
と

　
翔し
ょ
う

希き

　
3
年

姉あ
ね

ヶが

山や
ま

　
京け
い

　
3
年

住す
み

吉よ
し

　
連れ
ん

　
3
年

稲い
な

垣が
き

　
真ま

宏ひ
ろ

　
3
年

小こ

先さ
き

　
勇ゆ
う

輝き

　
2
年

前ま
え

川か
わ

　
大ひ
ろ

樹き

　
2
年

首し
ゅ

藤と
う

　
岳が
く

飛と

　
2
年

浅あ
さ

井い

　
天て
っ

汰た

　
3
年

大お
お

田た

　
義よ
し

也な
り

　
2
年

首し
ゅ

藤と
う

　
颯そ
う

汰た

　
１
年

原は
ら

田だ

　
晋し
ん

平ぺ
い

　
2
年

大お
お

立た
ち

　
浩ひ
ろ

史ふ
み

　
3
年

姉あ
ね

ヶが

山や
ま

　
怜れ
い

　
１
年

中な
か

野の

　
駿し
ゅ
ん

介す
け

　
１
年

笹さ
さ

村む
ら

　
拓た
く

斗と

　
2
年

甲
田
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
29
回
全
国
健
康
福
祉
祭
な
が
さ

き
大
会
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

２
０
１
６

１０
月
１5
日
（
土
）
〜
１8
日
（
火
）

長
崎
県
大
村
市

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
　
卓
球
競
技

折お
り

田た

　
幹み
き

夫お

　<

吉
田
町>

吉
田
地
区
体
育
協
会（
吉
田
ク
ラ
ブ
）

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」

１０
月
22
日
（
土
）
〜
24
日
（
月
）

岩
手
県
北
上
市

陸
上
競
技 

成
人
男
子 

知
的
障
害

の
部

〇 

投
て
き
競
技（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
）

〇 

競
争
競
技
（
5０
ｍ
・
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
）

津つ

田だ

　
慎し
ん

治じ

　<

美
土
里
町>

 

株
式
会
社
や
ま
び
こ
広
島
事
業
所

卓
球
競
技 
成
人
女
子 

知
的
障
害

の
部

加か

藤と
う

　
佳か

奈な

子こ

　<
吉
田
町>

 

社
会
福
祉
法
人
清
風
会
み
つ
や
工
場

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技 

成

人
男
子 

知
的
障
害
の
部

岡お
か

﨑ざ
き

　
健け
ん

太た

　<

吉
田
町>

 

社
会
福
祉
法
人
清
風
会
サ
ン
ブ
リ
エ

第
21
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
１7
日
（
土
）
〜
１9
日
（
月
）

高
知
県
高
知
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

小お

田だ

　
裕ひ
ろ

美み

　<

吉
田
町>

 

チ
ア
ー
ズ
東
広
島 

第
25
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

１2
月
23
日
（
金
）
〜
27
日
（
火
）

沖
縄
県
浦
添
市

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

住す
み

吉よ
し

　
連れ
ん

　
3
年

谷た
に

本も
と

　
翔し
ょ
う

希き

　
3
年

大お
お

田た

　
義よ
し

也な
り

　
2
年

小こ

先さ
き

　
勇ゆ
う

輝き

　
2
年

笹さ
さ

村む
ら

　
拓た
く

斗と

　
2
年

首し
ゅ

藤と
う

　
岳が
く

飛と

　
2
年

原は
ら

田だ

　
晋し
ん

平ぺ
い

　
2
年

前ま
え

川か
わ

　
大ひ
ろ

樹き

　
2
年

 

甲
田
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

１０
月
２
日
（
日
）
〜
６
日
（
木
）

岩
手
県
遠
野
市

サ
ッ
カ
ー
少
年
男
子

佐さ

藤と
う

　
海か
い

斗と

　
１
年

大お
お

越こ
し

　
寛ひ
ろ

人と

　
１
年

中な
か

谷た
に

　
超ち
ょ
う

太た

　
１
年

森も
り

安や
す

　
陸り
く

　
１
年

桂か
つ
ら

　
陸り
く

人と

　
１
年

松ま
つ

本も
と

　
大ひ
ろ

弥や

　
１
年

大お
お

堀ほ
り

　
亮り
ょ
う

之の

介す
け

　
１
年

東ひ
が
し

　
峻し
ゅ
ん

希き

　
１
年

鈴す
ず

　
直な
お

樹き

　
１
年

渡わ
た

部な
べ

　
快か
い

斗と

　
１
年

 

吉
田
高
等
学
校

（
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
）

【
報
告
】
決
勝
は
広
島
（
選
抜
）

が
２
―
１
で
大
阪
（
選
抜
）
に
競

り
勝
っ
て
初
優
勝
の
快
挙
を
達
成

し
ま
し
た
。

第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

１０
月
６
日
（
木
）
〜
１０
日
（
月
）

岩
手
県
花
巻
市

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
成
年
男
子
の
部

志し

水み
ず

　
孝た
か

行ゆ
き

谷た
に

村む
ら

　
遼り
ょ
う

太た

新に
い

名な

　
亮り
ょ
う

介す
け

福ふ
く

田だ

　
将し
ょ
う

太た

今い
ま

井い

　
昭あ
き

仁ひ
と

稲い
な

毛げ

　
隆り
ゅ
う

人と

仁に

平へ
い

　
昌ま
さ

利と
し

小お

賀が

野の

　
龍た
つ

也や

野の

村む
ら

　
浩ひ
ろ

輝き

佐さ

藤と
う

　
智と
も

仁ひ
と

原は
ら

　
健け
ん

也や

荻お
ぎ

原は
ら

　
良り
ょ
う

太た

 

湧
永
製
薬
株
式
会
社

第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

１０
月
2
日
（
日
）
〜
６
日
（
木
）

岩
手
県
奥
洲
市

馬
術
成
年
の
部
　
基
準
障
害
飛
越

競
技
二
段
階
障
害
飛
越
競
技

成な
る

瀬せ

　
亜あ

紀き

子こ

 
エ
ン
ゼ
ル
乗
馬
ク
ラ
ブ

第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」

１０
月
7
日
（
金
）
〜
１０
日
（
月
）

岩
手
県
盛
岡
市

カ
ヌ
ー
成
年
男
子
　
ス
プ
リ
ン
ト

　
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

小こ

又ま
た

　
千ち

春は
る

　<

八
千
代
町>

株
式
会
社
ト
ー
タ
テ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

深ふ
か

田だ

　
康こ
う

平へ
い

　
2
年

 

吉
田
高
等
学
校

（
八
千
代
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

 

〈
敬
称
略
〉

全
国
大
会
出
場
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優秀　沖田　愛翔くん、沖田　華織さん親子（甲田町）
　平成27年度に3歳児歯科健康診査を受診した幼児とその保
護者のうち、口腔内の状況が良好な親子を表彰するものです。
　この度、沖田さん親子が、広島県の審査で選ばれました。

「平成28年度
 広島県はつらつ家族表彰」
おめでとうございます
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設
置
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
広
報
あ
き
た
か

た
５
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
市
内
の

43
世
帯
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
設
置
率
】
平
成
28
年
6
月
1
日
現
在

安
芸
高
田
市
79
％ 

（
県
内
10
位
）

広
島
県
　
　
85
・
1
％
（
全
国
7
位
）

全
国
　
　
　
81
・
2
％

　
昨
年
と
比
べ
る
と
市
内
の
設
置
率
は

７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
率
79
％
中
、
適
正
な
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
60
％
で
し

た
。

　
適
正
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い

と
有
効
な
効
果
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
再
度
設
置
場
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
正
し
い
設
置
場
所
】

　
全
て
の
寝
室
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
子
ど
も
部
屋
な
ど
で
も
、
就
寝
す
る

部
屋
は
対
象
）　
　
　

　
ま
た
、
原
則
と
し
て
2
階
以
上
に
寝

室
が
あ
る
住
宅
の
階
段
に
は
設
置
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
浴
室
、

ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
納
戸
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

【
定
期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

　
火
災
で
は
な
い
時
に
音
が
す
る
場
合

や
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
を
引
っ

張
っ
て
も
音
が
出
な
い
場
合
は
、
電
池

切
れ
や
故
障
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
鳴
っ
た
こ
と
が
な
く
て

も
・
・
・

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
目
安
は

10
年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
設
置
後
、
１
回
も
鳴
っ
て
い
な
い
住

宅
用
火
災
警
報
器
で
あ
っ
て
も
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な

ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
す
。
10

年
を
目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。

　
11
月
9
日
〜
11
月
15
日
の
7
日
間
で

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
様
に
防
火

防
災
に
関
す
る
意
識
や
防
災
行
動
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
、
万
一
発
生
し
た
場
合

に
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
火
災

か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
む
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
気
の
使
用
が
増

え
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な
り

ま
す
。

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（１7件）

111件
（１,０78件）

2件
（１６件）

4件
（28件）

9月

平成28年度
全国統一防火標語
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